




４．補足情報

（１）平成28年10月期第２四半期の個別業績（平成27年11月１日～平成28年４月30日）

　 ① 個別経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年10月期第２四半期 12,605 △ 31.5 △ 790 ― △ 910 ― △ 1,018 ―

27年10月期第２四半期 18,393 △ 8.0 26 △ 97.2 △ 119 ― △ 155 ―
　

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

28年10月期第２四半期 △ 22.19 ―

27年10月期第２四半期 △ 3.40 ―
　

　 ② 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年10月期第２四半期 43,743 15,803 36.1

27年10月期 41,664 17,290 41.5

(参考) 自己資本 28年10月期第２四半期 15,803 百万円 27年10月期 17,290 百万円
　

（２）平成28年10月期の個別業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 　円 銭

通期 39,800 △ 7.3 2,600 △ 23.9 2,300 △ 26.0 1,800 △ 31.9 39.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政府による景気対策の継続などにより全体的に緩やかな回復傾向が見

られました。一方、世界経済は、中国及びアジア新興国経済の減速などにより先行き不透明な状況が続いております。

住宅業界につきましては、日本銀行のマイナス金利政策、政府による住宅取得支援策などにより、当第２四半期連

結累計期間における持家部門の新設住宅着工戸数は、前年同期比0.7％増（国土交通省建築着工統計調査）と持ち直し

傾向が継続しております。

こうした経営環境の中、当社グループは、耐震・制震性に優れた住宅の構造・デザイン、高断熱・高気密でエネル

ギーロスのない優れた省エネ性、感謝訪問（ホームドクターシステム）などによる暮らしの安全と安心の提供にこだ

わり、「やまとシリーズ」、「Ｊ・シリーズ」などの主力商品を中心とした販売推進に取り組んでおります。また、展示

場受注強化のために営業力強化推進部を新設し、営業員の教育・訓練に重点を置くとともに、拠点の整備等を行い、

更なる原価率改善及び経費削減を推進しております。

　
以上の結果、売上高は159億23百万円（前年同期比26.5％減）、営業損失は８億18百万円（前年同期の営業損失は１

億13百万円）、経常損失は９億42百万円（前年同期の経常損失は２億64百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失

は10億74百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失は３億５百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　
① 住宅事業

住宅事業につきましては、期首受注残高が前連結会計年度と比較して36億９百万円減少したことにより、売上高は

123億２百万円（前年同期比32.0％減）、営業損失は７億26百万円（前年同期の営業利益は１億４百万円）となりまし

た。

なお、業績の先行指標である受注残高につきましては、前年同期末比19億10百万円増となりました。

　
② ホテル事業

ホテル事業につきましては、ホテル森の風立山の北陸新幹線開業（平成27年３月）の影響による集客数の増加等に

より、売上高は31億54百万円（前年同期比2.5％増）となり、営業利益は３億40百万円（前年同期比41.3％増）となり

ました。

　
③ ビール事業

ビール事業につきましては、売上高は４億21百万円（前年同期比7.8％減）、営業損失は10百万円（前年同期の営業

利益は９百万円）となりました。

　
④ その他事業

その他事業につきましては、太陽光発電事業であり、売上高は45百万円（前年同期比15.9％増）、営業利益は24百万

円（前年同期比24.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結累計期間末における総資産は、流動資産（主に現金預金、販売用不動産及び未成工事支出金）の

増加17億35百万円、固定資産（主に有形固定資産及び投資その他の資産）の減少１億60百万円により、前連結会計年

度末と比較して15億75百万円増加し、476億35百万円となりました。負債は、流動負債（主に短期借入金）の増加40億

55百万円、固定負債（主に長期借入金及びリース債務）の減少９億37百万円により、前連結会計年度末と比較して31

億18百万円増加し、307億44百万円となりました。

なお、自己資本は167億15百万円、自己資本比率は35.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年10月期第２四半期の連結及び個別業績につきましては、平成27年12月15日に公表した予想を平成28年６月

３日に変更し発表いたしました。

変更の理由は、当社グループの主力事業である住宅事業において、工程管理の徹底による完成工事高の増加等によ

る売上高の増加及び原価低減による売上総利益の増加、人件費減少等による販売費及び一般管理費の減少により、営

業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益が、前回予想を上回る見込となったためであります。

なお、通期の業績予想につきましては、受注高が概ね予想通りに推移していること、完成工事高の増加が当初予想

からの前倒しであること等から、連結及び個別とも当初予想から修正しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

（減価償却方法の変更）

平成28年度税制改正に係る減価償却方法の改正（平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及び構築物

の法人税法上の減価償却方法について定率法が廃止され、定額法のみとなりました。）を当第２四半期連結累計

期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得する当該資産に係る減価償却方法を定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

　（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の32.06％から平成28年11月１日及び平成29年11月１日以降に開始する連結会計年度に解

消が見込まれる一時差異については30.86％に、平成30年11月１日以降に開始する連結会計年度以降に解消が見

込まれる一時差異については、30.62％に変更されます。

これらの税制改正に伴い、当第２四半期連結累計期間における繰延税金資産の純額は70百万円減少し、法人

税等調整額は70百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年４月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 7,778 8,159

受取手形・完成工事未収入金等 1,066 977

未成工事支出金 399 891

販売用不動産 2,694 3,314

商品及び製品 109 120

仕掛品 12 11

原材料及び貯蔵品 262 279

繰延税金資産 808 817

その他 555 853

貸倒引当金 △19 △22

流動資産合計 13,667 15,403

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 41,160 40,705

機械、運搬具及び工具器具備品 4,664 4,617

土地 11,064 11,110

リース資産 3,655 3,688

建設仮勘定 59 211

減価償却累計額及び減損損失累計額 △32,542 △32,329

有形固定資産合計 28,062 28,004

無形固定資産 621 626

投資その他の資産

投資有価証券 63 52

長期貸付金 253 245

退職給付に係る資産 79 106

繰延税金資産 2,321 2,246

破産更生債権等 8 7

その他 1,292 1,252

貸倒引当金 △311 △310

投資その他の資産合計 3,708 3,600

固定資産合計 32,392 32,232

繰延資産

社債発行費 0 ―

繰延資産合計 0 ―

資産合計 46,059 47,635
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,401 2,914

短期借入金 1,907 7,235

1年内償還予定の社債 5 ―

1年内返済予定の長期借入金 1,654 1,550

リース債務 519 546

未払法人税等 366 61

未成工事受入金 1,568 3,205

完成工事補償引当金 209 190

賞与引当金 623 546

その他 3,062 2,119

流動負債合計 14,316 18,371

固定負債

長期借入金 8,838 8,129

リース債務 1,320 1,115

役員退職慰労引当金 696 694

退職給付に係る負債 1,393 1,372

資産除去債務 297 316

その他 763 744

固定負債合計 13,310 12,373

負債合計 27,626 30,744

純資産の部

株主資本

資本金 3,873 3,873

資本剰余金 22 22

利益剰余金 14,265 12,732

自己株式 △20 △20

株主資本合計 18,140 16,607

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 15

退職給付に係る調整累計額 103 91

その他の包括利益累計額合計 128 107

非支配株主持分 163 175

純資産合計 18,432 16,890

負債純資産合計 46,059 47,635
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

売上高 21,667 15,923

売上原価 14,155 9,409

売上総利益 7,512 6,514

販売費及び一般管理費 7,626 7,332

営業損失（△） △113 △818

営業外収益

受取利息 3 5

補助金収入 13 ―

未払配当金除斥益 15 4

雑収入 28 43

営業外収益合計 60 53

営業外費用

支払利息 192 158

雑支出 19 18

営業外費用合計 211 177

経常損失（△） △264 △942

特別利益

固定資産売却益 314 ―

特別利益合計 314 ―

特別損失

固定資産除却損 6 12

特別損失合計 6 12

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

43 △954

法人税、住民税及び事業税 59 35

法人税等調整額 280 72

法人税等合計 340 107

四半期純損失（△） △296 △1,062

非支配株主に帰属する四半期純利益 9 12

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △305 △1,074
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

四半期純損失（△） △296 △1,062

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9 △10

繰延ヘッジ損益 2 ―

退職給付に係る調整額 △7 △11

その他の包括利益合計 4 △21

四半期包括利益 △292 △1,083

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △301 △1,095

非支配株主に係る四半期包括利益 9 12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

43 △954

減価償却費 782 769

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △137 △76

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △9 △18

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △62 △66

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 66 △2

受取利息及び受取配当金 △3 △5

支払利息 192 158

固定資産除売却損益（△は益） △308 12

売上債権の増減額（△は増加） △78 95

未成工事支出金の増減額（△は増加） 392 △492

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 510 △648

仕入債務の増減額（△は減少） △1,675 △1,526

未成工事受入金の増減額（△は減少） 449 1,637

未払消費税等の増減額（△は減少） 20 △711

その他 △392 △533

小計 △208 △2,358

利息及び配当金の受取額 3 5

利息の支払額 △191 △157

法人税等の支払額 △65 △310

法人税等の還付額 170 ―

営業活動によるキャッシュ・フロー △291 △2,820

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △559 △95

定期預金の払戻による収入 575 95

有形及び無形固定資産の取得による支出 △980 △617

有形及び無形固定資産の売却による収入 339 ―

貸付金の回収による収入 1 1

その他 △12 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △635 △630

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,108 5,328

長期借入れによる収入 ― 100

長期借入金の返済による支出 △1,129 △912

セールアンドリースバックによる収入 193 65

リース債務の返済による支出 △285 △289

社債の償還による支出 △60 △5

配当金の支払額 △588 △455

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,236 3,831

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 308 380

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 24 ―

現金及び現金同等物の期首残高 5,642 7,377

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,975 7,757
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年11月１日 至 平成27年４月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２住宅事業 ホテル事業 ビール事業 その他事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

18,095 3,076 457 39 21,667 ― 21,667

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

4 20 33 ― 58 △ 58 ―

　計 18,099 3,097 490 39 21,726 △ 58 21,667

セグメント利益
　 又は損失（△)

104 240 9 20 374 △ 488 △ 113

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△488百万円には、セグメント間取引消去△15百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△472百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２住宅事業 ホテル事業 ビール事業 その他事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

12,302 3,154 421 45 15,923 ― 15,923

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 29 36 ― 66 △ 66 ―

　計 12,302 3,183 458 45 15,989 △ 66 15,923

セグメント利益
　 又は損失（△)

△ 726 340 △ 10 24 △ 371 △ 446 △ 818

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△446百万円には、セグメント間取引消去△19百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△427百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

（１）生産実績

住宅事業、ホテル事業及びその他事業は生産実績を定義することが困難であるため、ビール事業の生産実績を

記載しております。

当第２四半期連結累計期間における生産の実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（ｋｌ） 前年同期比（％）

ビール事業 808 △ 8.4

（２） 受注状況

当社グループでは、当社の受注が大部分を占めているため、当社の受注状況を記載しております。

当第２四半期連結累計期間における受注の状況は、次のとおりであります。

セグメントの名称 部門別 受注高（百万円） 前年同期比（％）

住宅事業

建築部門 15,217 0.1

不動産部門 2,850 △ 0.4

計 18,068 △ 0.0

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（３） 販売実績

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％）

住宅事業 12,302 △ 32.0

ホテル事業 3,154 2.5

ビール事業 421 △ 7.8

その他事業 45 15.9

計 15,923 △ 26.5

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．総販売実績に対する割合が10％以上の相手先はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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